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１．はじめに 
 床版において１つの大きな力学的指標となる押抜きせん断耐力Poを算出するための計算式は、道路橋の適用範

囲内で提案されているものの、航空機の走行を想定した極厚の床版に関しては適用外となる。くわえて、ロビン

ソン型床版の押抜きせん断耐力Poを算出するための計算式も提案されてはいるものの、同様に、極厚の床版は対

象になっていない。そこで、押抜きせん断耐力Poを確認するため、縦横比が１：２の実物大の版試験体を製作し、

想定航空機の１脚４輪を想定した４箇所同時面圧載荷で版の押抜きせん断試験を実施した。 

２．試験体と押抜きせん断耐力評価 

表1 試験体詳細と押抜きせん断耐力 

85 mm ：芯かぶり
床版厚 t= 389 mm t 197.1 mm ：中立軸高

主鉄筋径 Dm= 22 mm 293 mm ：剥離厚

配力筋径 Dd= 25 mm

9 mm ：底鋼板厚
①前田・松井式（ダウエル効果あり）

P0= τs.max｛2(a+2xm)xd+2(b+2xd)xm｝+σt.max｛2(4Cd+2dd+b)Cm+2(a+2dm)Cd｝

= 16,395 kN
②前田・松井式（ダウエル効果なし）

P0= τs.max｛2(a+2xm)xd+2(b+2xd)xm｝

= 8,209 kN

a= 146.0 cm
b= 193.0 cm

xm= 19.71 cm

xd= 18.27 cm

dm= 30.40 cm

dd= 28.05 cm

Cm= 29.50 cm

Cd= 27.15 cm

τs.max= 5.19 N/mm
2

σt.max= 2.53 N/mm
2

σck= 28.90 N/mm
2

Ec= 20,126 N/mm
2

Es= 205,940 N/mm
2

n= 10.233

試験体は、底鋼板厚 9mm（σsy＝290N/mm2）にせん断補強効果を見込んだ頭付き異形スタッドを溶植した

389mm（全厚）×7.5m×3.75m
（支点間隔）のロビンソン型床版

で、かつ支点部にハンチ構造を有

する実物大床版１体である。また、

実施工を想定し、前死荷重に抵抗

するためのH形鋼を底鋼板上面に

1m間隔で設置している。表 1 に

は、試験体詳細と押抜きせん断耐

力を示す。なお、コンクリートの

試験時圧縮強度は、σ ck ＝

28.9N/mm2であった。 
３．載荷方法 
図1には押抜きせん断載荷試験

における試験体透過図を、図2に

は押抜きせん断載荷試験におけ

る載荷ステップを示す。なお、載

荷面には、エッジの応力集中を緩

和するため、硬質ゴムを敷設した。 
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PL：活荷重（＝980.8kN、1 脚 4 輪に相当） 
1.4 PL：1.4（衝撃係数）×活荷重 
Pct,real：コンクリートひび割れ荷重（＝初期クラック観察時） 
Psy,real：頭付きせん断補強スタッド降伏荷重（＝ひずみ値が降伏ひずみに到達した時）

Pu,real：終局荷重（＝破壊荷重） 

 
図1 試験体透過図と載荷状況              図2 載荷ステップ 
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４．試験結果 
押抜きせん断耐力は、P=7,829kNで、1.4PLの

5.7 倍、予想計算値 8,209kNの 95%であった。最

終的には、単輪ではなく、４輪で陥没して終局に

至った。すなわち、４輪内側のコンクリートには、

せん断割裂が生じていない。なお、押抜きせん断

破壊モードに影響を与えると考えられるひび割れ

は、P=3,000kN時、上面で幅 0.1mm、端断面で

0.15mmを超えた。 
図 3 には荷重－鉛直たわみの履歴曲線を、図 4

にはコンクリートのひび割れ観察図を示す。 
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図3 荷重－鉛直たわみの履歴曲線       
図 4 より、コンクリートのひび割れは、上面に

おいて載荷点を中心とする 4 重の円状に、側面に

おいて S 側 5 本、N 側 10 本、それぞれ発生した

ことが分かる。写真 1 に主鉄筋方向の切断面を、写真 2 に配力筋方向の切断面

より、主鉄筋方向において、載荷点から底鋼板とハンチ鋼板との継手角部に向

配力筋方向において、載荷点から外側の埋設 H 形鋼に向かって、10：2（水平

いることが分かる。また、上面鉄筋位置の剥離は主鉄筋と配力筋との間で生じ

において全長、配力筋方向において載荷点中心位置から 1,700～1,900mm であ

図4 コンクリー
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（荷重載荷位置）↓↓↓↓↓      ↓↓↓↓↓（荷重載荷

  

写真1 主鉄筋方向の A-A 切断面 

（荷重載荷位置）↓↓↓↓↓        ↓↓↓↓↓（荷重載

写真2 配力筋方向の B-B 切断面 
５．まとめ 
 押抜きせん断耐力は、P=7,829kN で、ダウエル効果を考慮しない前田・松井

であり、大型床版として十分な耐力を保有することが明らかとなった。 

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-1180-

1-591
西側面
東側面
を示す。せん断割裂線は、写真 1

かって走っている。写真 2 より、

：垂直）～10：6 の角度で走って

ており、剥離長さは、主鉄筋方向

った。 

 

トのひび割れ観察図 

位置） 

 

荷位置） 

 

式による耐力値 8,209kN の 95%
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